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地域産業支援委員会２０２０年度第１回例会議議事録 

 

 2020.6.25 発行 地域産業支援委員会 委員長 末松正典 

 

 

１ 日時：２０２０年６月６日（土） 

  新型コロナウイルスの影響のため、委員会はメールでの質疑応答により実施することとした。 

 

２ 場所：メールでのやりとりのため未定 

 

３．出欠（敬称略）  ：□味澤、□小出、□末松、□高嶋、□田口、 □長野、□西尾、□久富、 

【□出席者、■欠席者】 □姫野、□福田、□松尾、□松永、□八百屋 □山田、□吉田 

 （委員会はメールでのやり取りとしたため、全員参加とした） 

 

４．議題 

１）各グループからの議題に関する報告・質疑応答・今後の活動内容の確認 

 (11)２０２０年度第１四半期の活動報告 

 (12)次回の業務体験紹介 or話題提供者の選定 

 

５．配布資料類【以下の６資料】 

資料①-0：地域産業支援委員会 ２０２０年度第１回 議事 

資料①-1：地域産業支援委員会活動計画及び経過表（２０２０年度：2020.4月～2021.3月） 

資料①-2：２０２０年度地域産業支援委員会 活動計画 

資料①-3：「技術士だより・九州」７月号執筆原稿「２０２０年度地域産業支援委員会活動計画」 

資料①-4(1)：会則の改訂案 

資料①-4(2)：現在の会則 

 

 

６．議題に対する結果（決定事項など）： 

 

６．１ 各グループの２０２０年度 第１四半期（4～5月）の活動報告： 

 

１）第１グループ「地域産業支援委員会活動全体の運営（会則、例会など）」の活動【末松】： 

★資料①-2：２０２０年度地域産業支援委員会 活動計画： 

 ２０２０年度の地域産業支援委員会の活動は前年度と同様の計画とし、九州本部へ提出した。本計画は、

九州本部の年次大会（2020.7.4予定だったが COVID19の影響で中止の予定）や、合同役員会（2020.7.24開

催予定）で紹介される。 

今後の COVID19の影響により、本委員会として予定している行事日程等に変更がある場合には、臨機応変

に対応することにしたい。 

 

★資料①-3：“技術士だより・九州７月号”執筆原稿「２０２０年度地域産業支援委員会活動計画」： 

 広報委員会からの原稿依頼への対応。2020年度の活動計画（資料①-2）を「技術相談対応と体制の充実」

「外部機関との連携継続と強化」「力量向上と研鑽機会の場の設定や運用」の 3つに整理して記載して投稿し

た。7月号に掲載される。 

 

★資料①-4：会則の改訂について（資料①-4(1)は改定案、資料①-4(2)は現会則）： 

 会則の制定は 2015.2.21である。その約 3年後の 2018.6.2付けで第 1回の改訂（資料①-4(2)）が行われ

た。今回、以下に示す観点から改訂を検討し、委員の確認を経て改訂の運びとなった。 
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(a)第 4条の充実 

・委員は、いくつかのワーキンググループのいずれかに所属して活動する。 

・委員以外の者が本委員会へ参加希望される場合には、委員長承認のもと“オブザーバー”の肩書として認

める。 

・委員長、副委員長以外の“委員”についての活動内容が記されていなかったので、追記。 

(b)第 7条の“２．下位規定及び文書類”において、不要と思われる記載の[資料―１]を削除。 

(c)会則の最後に改定の履歴をわかりやすくするために、「附則」とし“１．会則制定と改訂履歴”を新たに

設けた。 

 

 

２）第２グループ「九州本部・技術相談運用の活性化」の活動【吉田】： 

第２グループの主な活動は、外部から相談に対応するために、九州本部のＷｅｂ上に登録公開している「技

術相談アドバイザー」の活用・運用である。 

 本制度の運用を開始して約５年になることから、退任者の削除、及び新規登録希望者の追加を行う、いわ

ゆる“更新”を行う時期に来ている。今回の第 1回委員会までには間に合わなかったが、現在最新の更新が

できている。次回の委員会で紹介したい。 

 

 

３）第３グループ「外部機関（産学官）との連携強化の継続」【末松】： 

 主な外部機関としては、九州ニュービジネス協議会が主催する「企業が行うビジネスについて発表する 

“二月会”」、九州経済産業局・知的財産室が主催する“知財交流会”、中小機構等が主催する“一金会”があ

る。これらのイベントは COVID19の影響により中止されているので、再開後に参加・報告を行う。 

 

 

４）第４グループ「地域産業支援の実例づくり」【末松】： 

産総研・九州センターが主催して行う“九州・沖縄産業技術オープンデー”への出展・技術相談対応が主

要な活動である。産総研へ問い合わせたところ、COVID19への対応を考えて、開催方法を Webで行うなどの

検討が行われているようである。新しい開催方法が明確にされた後に、具体的な対応を検討する。 

 

 

５）第５グループ「地域産業支援能力向上のための研究と講習の継続実施」の活動【末松】： 

 統括本部の機械部会が行う講演会のＷｅｂ中継が COVID19により中止されている。再開のめど等、別途情

報収集に努める。 

 

 

６．２ 業務体験紹介 or話題提供者の選定 

〇予定していた福田委員の話題提供はさらに次回へ延期することとした。 

 

 

以上 


